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(57)【要約】
【課題】　配向が不十分な部位が筋として視認されるこ
とを防ぐことができるとともに、高精細な画像表示が可
能なＬＣＤとすること。
【解決手段】　スペーサ７がカラーフィルタ側基板側に
取り付けられる場合、遮光膜６は、第２の配向方向９に
平行な第２の部位６ｄを有するとともに、第２の部位６
ｄによって画素電極３を区分けするように形成されてお
り、スペーサ７は、第２の部位６ｄに平面視で重なるよ
うに配置されている。これにより、画素部が複数に区分
けされるので、高精細の画像表示が可能となり、また、
配向が不十分な部位は第２の部位６ｄに隠れるので、画
像表示の際に配向が不十分な部位が筋として視認される
ことを防ぐことができる。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の基板と、前記第１の基板との間に液晶及びスペーサを挟持する第２の基板と、前
記第２の基板に設けられた遮光部と、を有しており、
　前記第１の基板は、液晶側の面上に、所定方向に形成されたゲート信号線と、前記ゲー
ト信号線と交差させて形成された画像信号線と、前記ゲート信号線と前記画像信号線の各
交差部に対応してそれぞれ配置された画素電極と、第１の配向方向を有して前記液晶に接
する第１の配向膜と、を有しており、
　前記第２の基板は、液晶側の面上に、第２の配向方向を有して前記液晶に接する第２の
配向膜を有している液晶表示装置であって、
　前記遮光部は、前記第１の配向方向または前記第２の配向方向に平行な部位を有すると
ともに前記部位によって前記画素電極を区分けするように形成されており、前記スペーサ
は、前記部位に平面視で重なるように配置されている液晶表示装置。
【請求項２】
　第１の基板と、前記第１の基板との間に液晶及びスペーサを挟持する第２の基板と、前
記第１の基板および／または前記第２の基板に設けられた遮光部と、を有しており、
　前記第１の基板は、液晶側の面の所定方向に形成されたゲート信号線と、前記ゲート信
号線と交差させて形成された画像信号線と、前記ゲート信号線と前記画像信号線の各交差
部に対応してそれぞれ配置された画素電極と、液晶側の面に前記液晶に接する第１の配向
膜と、を有しており、
　前記第２の基板は、液晶側の面に前記液晶に接する第２の配向膜を有しており、
　前記第１の配向膜は、前記ゲート信号線の前記所定方向及び前記画像信号線の方向に対
して傾斜した第１の配向方向を有し、前記第２の配向膜は、前記第１の配向方向と交差す
る第２の配向方向を有しているツイステッドネマチック型の液晶表示装置であって、
　前記スペーサが前記第１の基板側に取り付けられる場合、前記遮光部は、前記第１の配
向方向に平行な第１の部位を有するとともに前記第１の部位によって前記画素電極を区分
けするように形成されており、前記スペーサは、前記第１の部位に平面視で重なるように
配置されており、
　前記スペーサが前記第２の基板側に取り付けられる場合、前記遮光部は、前記第２の配
向方向に平行な第２の部位を有するとともに前記第２の部位によって前記画素電極を区分
けするように形成されており、前記スペーサは、前記第２の部位に平面視で重なるように
配置されている液晶表示装置。
【請求項３】
　前記スペーサが前記第１の基板側に取り付けられており、前記遮光部は、前記第１の配
向方向に平行な第１の部位及び前記第２の配向方向に平行な第２の部位を有するとともに
、前記第１の部位及び前記第２の部位によって前記画素電極を区分けするように形成され
ており、前記スペーサは、前記第１の部位に平面視で内側にあり、前記第２の部位には平
面視で存在しない請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記スペーサが前記第２の基板側に取り付けられており、前記遮光部は、前記第１の配
向方向に平行な第１の部位及び前記第２の配向方向に平行な第２の部位を有するとともに
、前記第１の部位及び前記第２の部位によって前記画素電極を区分けするように形成され
ており、前記スペーサは、前記第２の部位に平面視で内側にあり、前記第１の部位には平
面視で存在しない請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記遮光部は、前記スペーサを平面視で覆う部位の方の幅が、前記スペーサが平面視で
存在しない部位の方の幅よりも大きい請求項３または請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記スペーサは、前記第１の基板側に取り付けられる場合、平面視形状が前記第１の配
向方向に長手方向を有する形状であるとともに、長手方向の両端部が先細り状とされてお
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り、前記第２の基板側に取り付けられる場合、平面視形状が前記第２の配向方向に長手方
向を有する形状であるとともに、長手方向の両端部が先細り状とされている請求項２乃至
請求項５のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記第１の基板は、平面視で前記画素電極に重なるとともに前記遮光部に覆われるよう
に配置された保持容量線を有している請求項２乃至請求項６のいずれかに記載の液晶表示
装置。
【請求項８】
　第１の基板と、前記第１の基板との間に液晶及びスペーサを挟持する第２の基板と、前
記第２の基板に設けられた遮光部と、を有しており、
　前記第１の基板は、液晶側の面上に、所定方向に形成されたゲート信号線と、前記ゲー
ト信号線と交差させて形成された画像信号線と、前記ゲート信号線と前記画像信号線の各
交差部に対応してそれぞれ配置された画素電極と、前記液晶に接する第１の配向膜と、を
有しており、
　前記第２の基板は、液晶側の面上に前記液晶に接する第２の配向膜を有しており、
　前記第１の配向膜及び前記第２の配向膜はそれぞれ、前記画像信号線の方向に平行な配
向方向を有しているインプレーンスイッチング型の液晶表示装置であって、
　前記遮光部は、前記配向方向に平行な部位を有するとともに前記部位によって前記画素
電極を区分けするように形成されており、前記スペーサは、前記部位に平面視で重なるよ
うに配置されている液晶表示装置。
【請求項９】
　前記スペーサは、平面視で前記部位の内側にある請求項８に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記スペーサは、平面視形状が前記配向方向に長手方向を有する形状であるとともに、
長手方向の両端部が先細り状とされている請求項８または請求項９に記載の液晶表示装置
。
【請求項１１】
　前記第１の基板は、平面視で前記画素電極に重なるとともに前記遮光部に覆われるよう
に配置された保持容量線を有している請求項８乃至請求項１０のいずれか１項に記載の液
晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ブラックマトリクス等の遮光部及び対向する２つの基板間にスペーサを有す
る液晶表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、例えば液晶表示装置(Liquid　Crystal　Display　:ＬＣＤ)は、ＴＦＴ（Thine　
Film　Transistor）を含む画素部が多数形成されたＴＦＴアレイ側基板と、カラーフィル
タ及びブラックマトリクスが形成されたカラーフィルタ側基板とを互いに対向させて、そ
れらの基板を所定の間隔でもって貼り合わせ、それらの基板間に液晶を充填、封入させる
ことによって作製される。
【０００３】
　従来のアクティブマトリクス型のＬＣＤの基本構成の一例を図６に示す。例えば、ガラ
ス基板等から成るＴＦＴアレイ側基板は、その上の第１の方向(例えば、行方向)に形成さ
れた複数本のゲート信号線Ｇ１，Ｇ２，Ｇ３，・・・Ｇｍと、第１の方向と交差する第２
の方向(例えば、列方向)にゲート信号線Ｇ１～Ｇｍと交差させて形成された複数本の画像
信号線Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３，・・・Ｓｎと、ゲート信号線Ｇ１～Ｇｍと画像信号線Ｓ１～Ｓ
ｎの交差部付近に形成された、ＴＦＴ３１、画素電極(図示せず)を含む画素部P11，P12，
P13，・・・Pmnと、を有する構成である。また、共通電極（図示せず)は、画素電極との
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間で液晶に印加する垂直的な電界を形成するために、カラーフィルタ側基板上に設けられ
ている。共通電極に共通電圧(Ｖcom)を供給する共通電圧線３２は、ＩＰＳ（In-Plane　S
witching）方式のＬＣＤ、ＦＦＳ（Fringe　Field　Switching）方式のＬＣＤの場合はＴ
ＦＴアレイ側基板に形成されるが、ＴＮ（Twisted　Nematic）型ＬＣＤの場合は不要であ
る。なお、図６において、３３は各ゲート信号線Ｇ１～Ｇｍに順次ゲート信号を伝送する
ゲート信号線駆動回路、３４は各画像信号線Ｓ１～Ｓｎに順次画像信号を伝送する画像信
号(ソース信号)線駆動回路、３５は画素電極との間で所望の容量を形成しそれを１フレー
ム保持するための保持容量線（Ｃｓ線）、４０は画像表示を行う表示部、４１は液晶表示
パネルである。なお、Ｃｓ線３５は、蓄積容量電極（storage　electrode）、蓄積容量線
とも呼ばれる。
【０００４】
　ＴＦＴ３１は、例えば、アモルファスシリコン(ａ－Ｓｉ)、低温ポリシリコン（Low-Te
mperature　Poly　Silicon）等から成る半導体膜を有し、ゲート電極部、ソース電極部、
ドレイン電極部の３端子部を有する構成である。そして、ゲート電極部に所定電位の電圧
(例えば、６Ｖ，１５Ｖ等)を印加することにより、ソース電極部とドレイン電極部の間の
半導体膜（チャンネル）に電流を流す、スイッチング素子(ゲートトランスファ素子)とし
て機能する。また、画素電極は、一般に酸化インジウムスズ(Indium　Tin　Oxide　:ＩＴ
Ｏ)等から成る透明電極から構成されている。
【０００５】
　また、カラーフィルタ側基板は、共通電極が形成された面またはそれと反対側の面に、
それぞれの画素に対応する赤(Ｒ)、緑(Ｇ)、青(Ｂ)のカラーフィルタが形成されており、
それぞれの画素を通過する光が相互に干渉することを防ぐブラックマトリクスがカラーフ
ィルタの外周を囲むように形成されている。
【０００６】
　図７（ａ），（ｂ）は、従来のＬＣＤにおける１つの画素部を拡大して示す平面図であ
る。ゲート信号線５１と画像信号線５２とで囲まれた矩形状の部位が画素部として規定さ
れており、画素部には画素電極５３、画素電極５３に画像信号を入力するスイッチング素
子として機能するＴＦＴ５４が設けられている。画素部の中央部には、ゲート信号線５１
と平行に形成された保持容量線（Ｃｓ線）５５が、ゲート信号線５１と同じ面内に形成さ
れている。また、ゲート信号線５１、画像信号線５２、ＴＦＴ５４及びＣｓ線５５を覆う
ように、カラーフィルタ側基板にブラックマトリクス等の遮光部５６が設けられている（
例えば、特許文献１参照）。
【０００７】
　また、ＴＮ型のＬＣＤの場合、ＴＦＴアレイ側基板の液晶側の面の最上層としてポリイ
ミド等から成る第１の配向膜が形成されており、第１の配向膜の配向方向５８は、ゲート
信号線５１の方向及び画像信号線５２の方向とも非平行な方向である。例えば、第１の配
向膜の配向方向５８はゲート信号線５１の方向に対して４５°傾斜した方向である。また
、カラーフィルタ側基板の面の最上層としてポリイミド等から成る第２の配向膜が形成さ
れており、第２の配向膜の配向方向５９は、第１の配向膜の配向方向５８と交差する方向
である。第１の配向膜の配向方向５８と第２の配向膜の配向方向５９とのなす角度は、一
般に９０°である。また、第２の配向膜中に基部があり基部以外の先端部側が第２の配向
膜から突出している円柱状等の柱状のスペーサ５７が、Ｃｓ線５５に平面視で重なるよう
に設けられている。
【０００８】
　図８（ａ），（ｂ）は、画素部の中央部に、ゲート信号線５１の方向と平行に形成され
た部位と、画像信号線５２の方向に平行に形成された部位とを有する十字状のＣｓ線６５
が設けられた構成を示している（例えば、特許文献２を参照）。
【０００９】
　図１１（ａ），（ｂ）は、従来のＩＰＳ方式のＬＣＤにおける１つの画素部を拡大して
示す平面図である。ゲート信号線５１と画像信号線５２とで囲まれた矩形状の部位が画素
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部として規定されており、画素部には画素電極７３、画素電極７３と同じ面に配置された
共通電極７２、画素電極７３に画像信号を入力するスイッチング素子として機能するＴＦ
Ｔ５４が設けられている。画素電極７３は、複数の「く」の字状または折れ線状の電極指
の根元がバスバー電極に結合している、ＩＴＯ等の透明電極から成る櫛歯状電極構造を有
しており、共通電極７２も同様にＩＴＯ等の透明電極から成る櫛歯状電極構造を有してい
る。そして、画素電極７３の１本の電極指に隣接するとともに平行に、共通電極７２の１
本の電極指が配置されている。従って、画素電極７３の電極指と共通電極７２の電極指と
は交互に配置されている。画素部の中央部には、ゲート信号線５１と平行に形成された保
持容量線（Ｃｓ線）７５が、ゲート信号線５１が配置された面と同じ面に配置されている
。また、ゲート信号線５１、画像信号線５２、ＴＦＴ５４及びＣｓ線７５を覆うように、
カラーフィルタ側基板にブラックマトリクス等の遮光部７６が設けられている。
【００１０】
　また、画素電極７３及び共通電極７２は、ゲート信号線５１、画像信号線５２及びＴＦ
Ｔ５４を覆う絶縁層上に配置されている。画素電極７３のバスバー電極は、ＴＦＴ５４の
ドレイン電極にコンタクトホール等を介して電気的に接続されている。共通電極７２の電
極指以外の部位は、ゲート信号線５１、画像信号線５２及びＴＦＴ５４に平面視で重なる
ように上記絶縁層上に配置されている。
【００１１】
　また、ＩＰＳ方式のＬＣＤの場合、ＴＦＴアレイ側基板の液晶側の面の最上層としてポ
リイミド等から成る第１の配向膜が形成されており、第１の配向膜の配向方向７８は、画
像信号線５２の方向に平行な方向である。また、カラーフィルタ側基板の面の最上層とし
てポリイミド等から成る第２の配向膜が形成されており、第２の配向膜の配向方向７９は
、第１の配向膜の配向方向７８と同じ方向である。また、第２の配向膜中に基部があり基
部以外の先端部側が第２の配向膜から突出している円柱状等の柱状のスペーサ７７が、Ｃ
ｓ線７５に平面視で重なるように設けられている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】特開平４－２０４４２０号公報
【特許文献２】特開平１１－１３３４２９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　しかしながら、図７に示す上記従来のＬＣＤにおいては、画素電極５３との間で所望の
容量を形成するために、ゲート信号線５１、画像信号線５２と比較してＣｓ線５５を太く
形成する必要があった。その結果、Ｃｓ線５５を覆う遮光部56cの幅が、ゲート信号線５
１を覆う遮光部56aの幅、画像信号線５２を覆う遮光部56bの幅よりも大きくなっていた。
そうすると、ＬＣＤに画像を表示させた際、例えば白表示をした際に、遮光部56cが横筋
として視認される場合があるという問題点があった。また、第２の配向膜に配向を形成す
るラビング工程おいて、スペーサ５７がラビングの障害となり、スペーサ５７からラビン
グ方向の後方に配向が不十分な部位が形成される場合があった。そうすると、ＬＣＤに画
像を表示させた際、例えば中間調表示をした際に、配向が不十分な部位が灰色等の色合い
の筋６０として視認される場合があるという問題点があった。
【００１４】
　そこで図８に示すように、十字状のＣｓ線６５とすれば、図７の構成と比較して、１つ
の画素部におけるＣｓ線６５の長さが長くなる分、Ｃｓ線６５の幅を細くすることができ
る。そうすると、ＬＣＤに画像を表示させた際、特に白表示をした際に、遮光部56cが筋
として視認されにくくなり、その結果高精細な画像表示が可能となる。しかしながら、配
向が不十分な部位が灰色等の色合いの筋６０として視認される場合があるという問題点に
ついては、依然として解消されなかった。
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【００１５】
　また、図１１に示すＩＰＳ方式のＬＣＤの場合にも、図１１（ｂ）に示すように、ＬＣ
Ｄに画像を表示させた際、例えば中間調表示をした際に、配向が不十分な部位が灰色等の
色合いの筋８０として視認される場合があるという問題点があった。
【００１６】
　本発明は、上記の問題点に鑑みて完成されたものであり、その目的は、配向が不十分な
部位が筋として視認されることを防ぐことができるとともに、高精細な画像表示が可能な
ＬＣＤとすることである。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　本発明の液晶表示装置は、第１の基板と、前記第１の基板との間に液晶及びスペーサを
挟持する第２の基板と、前記第２の基板に設けられた遮光部と、を有しており、前記第１
の基板は、液晶側の面上に、所定方向に形成されたゲート信号線と、前記ゲート信号線と
交差させて形成された画像信号線と、前記ゲート信号線と前記画像信号線の各交差部に対
応してそれぞれ配置された画素電極と、第１の配向方向を有して前記液晶に接する第１の
配向膜と、を有しており、前記第２の基板は、液晶側の面上に、第２の配向方向を有して
前記液晶に接する第２の配向膜を有している液晶表示装置であって、前記遮光部は、前記
第１の配向方向または前記第２の配向方向に平行な部位を有するとともに前記部位によっ
て前記画素電極を区分けするように形成されており、前記スペーサは、前記部位に平面視
で重なるように配置されている構成である。
【００１８】
　本発明の液晶表示装置は、第１の基板と、前記第１の基板との間に液晶及びスペーサを
挟持する第２の基板と、前記第１の基板および／または前記第２の基板に設けられた遮光
部と、を有しており、前記第１の基板は、液晶側の面の所定方向に形成されたゲート信号
線と、前記ゲート信号線と交差させて形成された画像信号線と、前記ゲート信号線と前記
画像信号線の各交差部に対応してそれぞれ配置された画素電極と、液晶側の面に前記液晶
に接する第１の配向膜と、を有しており、前記第２の基板は、液晶側の面に前記液晶に接
する第２の配向膜を有しており、前記第１の配向膜は、前記ゲート信号線の前記所定方向
及び前記画像信号線の方向に対して傾斜した第１の配向方向を有し、前記第２の配向膜は
、前記第１の配向方向と交差する第２の配向方向を有しているツイステッドネマチック型
の液晶表示装置であって、前記スペーサが前記第１の基板側に取り付けられる場合、前記
遮光部は、前記第１の配向方向に平行な第１の部位を有するとともに前記第１の部位によ
って前記画素電極を区分けするように形成されており、前記スペーサは、前記第１の部位
に平面視で重なるように配置されており、前記スペーサが前記第２の基板側に取り付けら
れる場合、前記遮光部は、前記第２の配向方向に平行な第２の部位を有するとともに前記
第２の部位によって前記画素電極を区分けするように形成されており、前記スペーサは、
前記第２の部位に平面視で重なるように配置されている構成である。
【００１９】
　本発明の液晶表示装置は、好ましくは、前記スペーサが前記第１の基板側に取り付けら
れており、前記遮光部は、前記第１の配向方向に平行な第１の部位及び前記第２の配向方
向に平行な第２の部位を有するとともに、前記第１の部位及び前記第２の部位によって前
記画素電極を区分けするように形成されており、前記スペーサは、前記第１の部位に平面
視で内側にあり、前記第２の部位には平面視で存在しない。
【００２０】
　また本発明の液晶表示装置は、好ましくは、前記スペーサが前記第２の基板側に取り付
けられており、前記遮光部は、前記第１の配向方向に平行な第１の部位及び前記第２の配
向方向に平行な第２の部位を有するとともに、前記第１の部位及び前記第２の部位によっ
て前記画素電極を区分けするように形成されており、前記スペーサは、前記第２の部位に
平面視で内側にあり、前記第１の部位には平面視で存在しない。
【００２１】
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　また本発明の液晶表示装置は、好ましくは、前記遮光部は、前記スペーサを平面視で覆
う部位の方の幅が、前記スペーサが平面視で存在しない部位の方の幅よりも大きい。
【００２２】
　また本発明の液晶表示装置は、好ましくは、前記スペーサは、前記第１の基板側に取り
付けられる場合、平面視形状が前記第１の配向方向に長手方向を有する形状であるととも
に、長手方向の両端部が先細り状とされており、前記第２の基板側に取り付けられる場合
、平面視形状が前記第２の配向方向に長手方向を有する形状であるとともに、長手方向の
両端部が先細り状とされている。
【００２３】
　また本発明の液晶表示装置は、好ましくは、前記第１の基板は、平面視で前記画素電極
に重なるとともに前記遮光部に覆われるように配置された保持容量線を有している。
【００２４】
　本発明の液晶表示装置は、第１の基板と、前記第１の基板との間に液晶及びスペーサを
挟持する第２の基板と、前記第２の基板に設けられた遮光部と、を有しており、前記第１
の基板は、液晶側の面上に、所定方向に形成されたゲート信号線と、前記ゲート信号線と
交差させて形成された画像信号線と、前記ゲート信号線と前記画像信号線の各交差部に対
応してそれぞれ配置された画素電極と、前記液晶に接する第１の配向膜と、を有しており
、前記第２の基板は、液晶側の面上に前記液晶に接する第２の配向膜を有しており、前記
第１の配向膜及び前記第２の配向膜はそれぞれ、前記画像信号線の方向に平行な配向方向
を有しているインプレーンスイッチング型の液晶表示装置であって、前記遮光部は、前記
配向方向に平行な部位を有するとともに前記部位によって前記画素電極を区分けするよう
に形成されており、前記スペーサは、前記部位に平面視で重なるように配置されている構
成である。
【００２５】
　本発明の液晶表示装置は、好ましくは、前記スペーサは、平面視で前記部位の内側にあ
る。
【００２６】
　また本発明の液晶表示装置は、好ましくは、前記スペーサは、平面視形状が前記配向方
向に長手方向を有する形状であるとともに、長手方向の両端部が先細り状とされている。
【００２７】
　また本発明の液晶表示装置は、好ましくは、前記第１の基板は、平面視で前記画素電極
に重なるとともに前記遮光部に覆われるように配置された保持容量線を有している。
【発明の効果】
【００２８】
　本発明の液晶表示装置は、第１の基板と、第１の基板との間に液晶及びスペーサを挟持
する第２の基板と、第２の基板に設けられた遮光部と、を有しており、第１の基板は、液
晶側の面上に、所定方向に形成されたゲート信号線と、ゲート信号線と交差させて形成さ
れた画像信号線と、ゲート信号線と画像信号線の各交差部に対応してそれぞれ配置された
画素電極と、第１の配向方向を有して液晶に接する第１の配向膜と、を有しており、第２
の基板は、液晶側の面上に、第２の配向方向を有して液晶に接する第２の配向膜を有して
いる液晶表示装置であって、遮光部は、第１の配向方向または第２の配向方向に平行な部
位を有するとともに上記部位によって画素電極を区分けするように形成されており、スペ
ーサは、上記部位に平面視で重なるように配置されている構成であることから、以下の効
果を奏する。すなわち、遮光部は画素電極を区分けするように形成されているので、高精
細の画像表示が可能となる。また、スペーサは、遮光部の上記部位に平面視で重なるよう
に配置されているので、配向が不十分な部位は遮光部に隠れることになる。その結果、画
像表示の際に配向が不十分な部位が筋として視認されることを防ぐことができる。
【００２９】
　本発明の液晶表示装置は、第１の基板と、第１の基板との間に液晶及びスペーサを挟持
する第２の基板と、第１の基板および／または第２の基板に設けられた遮光部と、を有し
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ており、第１の基板は、液晶側の面の所定方向に形成されたゲート信号線と、ゲート信号
線と交差させて形成された画像信号線と、ゲート信号線と画像信号線の各交差部に対応し
てそれぞれ配置された画素電極と、液晶側の面に液晶に接する第１の配向膜と、を有して
おり、第２の基板は、液晶側の面に液晶に接する第２の配向膜を有しており、第１の配向
膜は、ゲート信号線の所定方向及び画像信号線の方向に対して傾斜した第１の配向方向を
有し、第２の配向膜は、第１の配向方向と交差する第２の配向方向を有しているツイステ
ッドネマチック型の液晶表示装置であって、スペーサが第１の基板側に取り付けられる場
合、遮光部は、第１の配向方向に平行な第１の部位を有するとともに第１の部位によって
画素電極を区分けするように形成されており、スペーサは、第１の部位に平面視で重なる
ように配置されており、スペーサが第２の基板側に取り付けられる場合、遮光部は、第２
の配向方向に平行な第２の部位を有するとともに第２の部位によって画素電極を区分けす
るように形成されており、スペーサは、第２の部位に平面視で重なるように配置されてい
る構成であることから、以下の効果を奏する。すなわち、遮光部は画素電極を区分けする
ように形成されているので、高精細の画像表示が可能となる。また、スペーサは、遮光部
の第１の部位または第２の部位に平面視で重なるように配置されているので、配向が不十
分な部位は遮光部に隠れることになる。その結果、画像表示の際に配向が不十分な部位が
筋として視認されることを防ぐことができる。
【００３０】
　本発明の液晶表示装置は、スペーサが第１の基板側に取り付けられており、遮光部は、
第１の配向方向に平行な第１の部位及び第２の配向方向に平行な第２の部位を有するとと
もに、第１の部位及び第２の部位によって画素電極を区分けするように形成されており、
スペーサは、第１の部位に平面視で内側にあり、第２の部位には平面視で存在しない場合
、画素電極が遮光部によってより細かく区分けされるので、より高精細の画像表示が可能
となる。
【００３１】
　また本発明の液晶表示装置は、スペーサが第２の基板側に取り付けられており、遮光部
は、第１の配向方向に平行な第１の部位及び第２の配向方向に平行な第２の部位を有する
とともに、第１の部位及び第２の部位によって画素電極を区分けするように形成されてお
り、スペーサは、第２の部位に平面視で内側にあり、第１の部位には平面視で存在しない
場合、画素電極が遮光部によってより細かく区分けされるので、より高精細の画像表示が
可能となる。
【００３２】
　また本発明の液晶表示装置は、遮光部は、スペーサを平面視で覆う部位の方の幅が、ス
ペーサが平面視で存在しない部位の方の幅よりも大きい場合、配向が不十分な部位が筋と
して視認されることを確実に防ぐことができる。また、スペーサが平面視で存在しない遮
光部の部位の方の幅を、スペーサを平面視で含む遮光部の部位の方の幅よりも小さくでき
るので、画像表示の際に遮光部の第１の部位及び第２の部位が視認されることをより抑え
ることができる。さらに、画素部において遮光部の合計の面積を減少させることができる
ので、開口率を向上させることができる。
【００３３】
　また本発明の液晶表示装置は、スペーサは、第１の基板側に取り付けられる場合、平面
視形状が第１の配向方向に長手方向を有する形状であるとともに、長手方向の両端部が先
細り状とされており、第２の基板側に取り付けられる場合、平面視形状が第２の配向方向
に長手方向を有する形状であるとともに、長手方向の両端部が先細り状とされている場合
、スペーサがラビングの障害となりにくくなるので、画像表示の際に配向が不十分な部位
が筋として視認されることをより確実に防ぐことができる。
【００３４】
　また本発明の液晶表示装置は、第１の基板は、平面視で画素電極に重なるとともに遮光
部に覆われるように配置された保持容量線を有している場合、保持容量線が遮光部に隠れ
るので、画素部の開口率を高く維持することができる。また、保持容量線の長さが長くな
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るのでその面積が大きくなり、画素電極との間で所望の容量を形成することが容易になる
。さらに、保持容量線の長さが長くなるので、容量を従来よりもさほど大きくしなければ
細くすることもでき、その結果、遮光部も細くすることができる。そして、画像表示の際
に遮光部が視認されることを抑えることができる。
【００３５】
　本発明の液晶表示装置は、第１の基板と、第１の基板との間に液晶及びスペーサを挟持
する第２の基板と、第２の基板に設けられた遮光部と、を有しており、第１の基板は、液
晶側の面上に、所定方向に形成されたゲート信号線と、ゲート信号線と交差させて形成さ
れた画像信号線と、ゲート信号線と画像信号線の各交差部に対応してそれぞれ配置された
画素電極と、液晶に接する第１の配向膜と、を有しており、第２の基板は、液晶側の面上
に液晶に接する第２の配向膜を有しており、第１の配向膜及び第２の配向膜はそれぞれ、
画像信号線の方向に平行な配向方向を有しているインプレーンスイッチング型の液晶表示
装置であって、遮光部は、配向方向に平行な部位を有するとともにその部位によって画素
電極を区分けするように形成されており、スペーサは、上記部位に平面視で重なるように
配置されている構成であることから、以下の効果を奏する。すなわち、遮光部の上記部位
が画素電極を区分けするように形成されているので、高精細の画像表示が可能となる。ま
た、スペーサは、遮光部の上記部位に平面視で重なるように配置されているので、配向が
不十分な部位は遮光部に隠れることになる。その結果、画像表示の際に配向が不十分な部
位が筋として視認されることを防ぐことができる。
【００３６】
　本発明の液晶表示装置は、スペーサは、平面視で上記部位の内側にある場合、スペーサ
が平面視で遮光部によって覆われる状態となるので、画像表示の際に配向が不十分な部位
が筋として視認されることを確実に防ぐことができる。
【００３７】
　また本発明の液晶表示装置は、スペーサは、平面視形状が配向方向に長手方向を有する
形状であるとともに、長手方向の両端部が先細り状とされている場合、スペーサがラビン
グの障害となりにくくなるので、画像表示の際に配向が不十分な部位が筋として視認され
ることをより確実に防ぐことができる。
【００３８】
　また本発明の液晶表示装置は、第１の基板は、平面視で画素電極に重なるとともに遮光
部に覆われるように配置された保持容量線を有している場合、保持容量線が遮光部に隠れ
るので、画素部の開口率を高く維持することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】図１（ａ），（ｂ）は、本発明の液晶表示装置について実施の形態の１例を示す
図であり、（ａ）は１つの画素部の平面図、（ｂ）は白表示等の画像表示した場合の１つ
の画素部の平面図である。
【図２】図２（ａ），（ｂ）は、本発明の液晶表示装置について実施の形態の他例を示す
図であり、（ａ）は１つの画素部の平面図、（ｂ）は白表示等の画像表示した場合の１つ
の画素部の平面図である。
【図３】図３（ａ），（ｂ）は、本発明の液晶表示装置について実施の形態の他例を示す
図であり、（ａ）は１つの画素部の平面図、（ｂ）は白表示等の画像表示した場合の１つ
の画素部の平面図である。
【図４】図４（ａ），（ｂ）は、本発明の液晶表示装置について実施の形態の他例を示す
図であり、（ａ）は１つの画素部の平面図、（ｂ）は白表示等の画像表示した場合の１つ
の画素部の平面図である。
【図５】図５は、本発明の液晶表示装置について実施の形態の他例を示す図であり、１つ
の画素部の平面図である。
【図６】図６は、従来の液晶表示装置の１例を示すブロック回路図である。
【図７】図７（ａ），（ｂ）は、従来の液晶表示装置の１例を示す図であり、（ａ）は１
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つの画素部の平面図、（ｂ）は白表示等の画像表示した場合の１つの画素部の平面図であ
る。
【図８】図８（ａ），（ｂ）は、従来の液晶表示装置の１例を示す図であり、（ａ）は１
つの画素部の平面図、（ｂ）は白表示等の画像表示した場合の１つの画素部の平面図であ
る。
【図９】図９（ａ），（ｂ）は、本発明の液晶表示装置について実施の形態の他例を示す
図であり、（ａ）は１つの画素部の平面図、（ｂ）は白表示等の画像表示した場合の１つ
の画素部の平面図である。
【図１０】図１０は、本発明の液晶表示装置について実施の形態の他例を示す図であり、
１つの画素部の平面図である。
【図１１】図１１（ａ），（ｂ）は、従来の液晶表示装置の１例を示す図であり、（ａ）
は１つの画素部の平面図、（ｂ）は白表示等の画像表示した場合の１つの画素部の平面図
である。
【発明を実施するための形態】
【００４０】
　以下、本発明のＬＣＤの実施の形態について、図面を参照しながら説明する。但し、以
下で参照する各図は、本発明のＬＣＤの実施の形態における構成部材のうち、本発明のＬ
ＣＤを説明するための主要部を示している。従って、本発明のＬＣＤは、図に示されてい
ない回路基板、配線導体、制御ＩＣ，ＬＳＩ等の周知の構成部材を備えていてもよい。
【００４１】
　本発明のＬＣＤは、ガラス基板等から成る第１の基板としてのＴＦＴアレイ側基板と、
ＴＦＴアレイ側基板との間に液晶及びスペーサを挟持する第２の基板としてのカラーフィ
ルタ側基板と、カラーフィルタ側基板に設けられたブラックマトリクス等の遮光部と、を
有しており、ＴＦＴアレイ側基板は、液晶側の面上に、所定方向（例えば、行方向）に形
成されたゲート信号線と、ゲート信号線と交差させて、例えば列方向に形成された画像信
号線（ソース信号線）と、ゲート信号線と画像信号線の各交差部に対応してそれぞれ配置
された画素電極と及びＴＦＴと、第１の配向方向を有して液晶に接する第１の配向膜と、
を有しており、第２の基板は、液晶側の面上に、第２の配向方向を有して液晶に接する第
２の配向膜を有しているＬＣＤであって、遮光部は、第１の配向方向または第２の配向方
向に平行な部位を有するとともにその部位によって画素電極を区分けするように形成され
ており、スペーサは、上記部位に平面視で重なるように配置されている構成である。この
構成により、以下の効果を奏する。すなわち、遮光部の上記部位は画素電極を区分けする
ように形成されているので、高精細の画像表示が可能となる。また、スペーサは、遮光部
の上記部位に平面視で重なるように配置されているので、配向が不十分な部位は遮光部に
隠れることになる。その結果、画像表示の際に配向が不十分な部位が筋として視認される
ことを防ぐことができる。
【００４２】
　図１（ａ），（ｂ）は、本発明のＬＣＤについて実施の形態の１例を示す図であり、（
ａ）は１つの画素部の平面図、（ｂ）は白表示等の画像表示した場合の１つの画素部の平
面図である。本発明のＬＣＤは、図１に示すように、ガラス基板等から成る第１の基板と
してのＴＦＴアレイ側基板と、ＴＦＴアレイ側基板との間に液晶及びスペーサ７を挟持す
るガラス基板等から成る第２の基板としてのカラーフィルタ側基板と、第１のＴＦＴアレ
イ側基板および／またはカラーフィルタ側基板に設けられた遮光膜６と、を有しており、
ＴＦＴアレイ側基板は、液晶側の面の所定方向（例えば、行方向）に形成されたゲート信
号線１と、ゲート信号線１と交差させて形成された画像信号線２と、ゲート信号線１と画
像信号線２の各交差部に対応してそれぞれ配置された画素電極３及びＴＦＴ４と、液晶側
の面に液晶に接する第１の配向膜と、を有しており、カラーフィルタ側基板は、液晶側の
面に液晶に接する第２の配向膜を有しており、第１の配向膜は、ゲート信号線１の所定方
向及び画像信号線２の方向（例えば、列方向）に対して傾斜した第１の配向方向８を有し
、第２の配向膜は、第１の配向方向８と交差する第２の配向方向９を有しているＴＮ型の
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ＬＣＤである。そして、スペーサ５がＴＦＴアレイ側基板側に取り付けられる場合、遮光
膜６は、第１の配向方向８に平行な第１の部位６ｃ（図３～５に図示）を有するとともに
、第１の部位６ｃによって画素電極３を区分けするように形成されており、スペーサ７は
、第１の部位６ｃに平面視で重なるように配置されており、スペーサ７がカラーフィルタ
側基板側に取り付けられる場合、遮光膜６は、第２の配向方向９に平行な第２の部位６ｄ
を有するとともに、第２の部位６ｄによって画素電極３を区分けするように形成されてお
り、スペーサ７は、第２の部位６ｄに平面視で重なるように配置されている構成である。
因みに図１の構成は、スペーサ７が第２の部位６ｄに平面視で重なるとともに内側にある
（含まれる）ように配置されている構成である。また、図１において、６ａはゲート信号
線１を覆う遮光膜６の部位、６ｂは画像信号線２を覆う遮光膜６の部位である。
【００４３】
　上記の構成により、以下の効果を奏する。すなわち、遮光膜６は、画素電極３を区分け
するように形成されているので、高精細の画像表示が可能となる。また、スペーサ７は、
遮光膜６の第１の部位６ｃまたは第２の部位６ｄに平面視で重なるように配置されている
ので、配向が不十分な部位は第１の部位６ｃまたは第２の部位６ｄに隠れることになる。
その結果、画像表示の際に配向が不十分な部位が筋として視認されることを防ぐことがで
きる。
【００４４】
　さらに好適には、図１（ａ）に示すように、Ｃｓ線５は遮光膜６に覆われておりそれら
は重なっているので、画素部の開口率を高く維持することができる。また好適には、図３
に示すように、Ｃｓ線５の第１の部位５ａは、ゲート信号線１の所定方向及び画像信号線
２の方向に対して傾斜した第１の配向方向８に平行な方向に形成されており、Ｃｓ線５の
第２の部位５ｂは、第１の配向方向８と交差する第２の配向方向９に平行な方向に形成さ
れている。この場合、Ｃｓ線５の長さが長くなるのでその面積が大きくなり、画素電極３
との間で所望の容量を形成することが容易になる。さらに、Ｃｓ線５の長さが長くなるの
で、容量を従来よりもさほど大きくしなければ細くすることもでき、その結果、遮光部６
も細くすることができ、画像表示の際にＣｓ線５の第１の部位５ａを覆う遮光膜６の第１
の部位６ｃ、Ｃｓ線５の第２の部位５ｂを覆う遮光膜６の第２の部位６ｄが視認されるこ
とを抑えることができる。
【００４５】
　本発明のＬＣＤにおいて、遮光部はＴＦＴアレイ側基板および／またはカラーフィルタ
側基板に設けられる。すなわち、遮光部はＴＦＴアレイ側基板およびカラーフィルタ側基
板の少なくとも一方に設けられる。また、画素電極５を区分けする遮光部は、例えばブラ
ックマトリクス等から成る遮光膜６であるが、遮光膜６に限らずＣｓ線５が遮光部であっ
てもよい。また、Ｃｓ線５及びそれを覆う遮光膜６の双方が遮光部であってもよい。この
場合、例えば、好適には遮光膜６の第１の部位６ｃがＣｓ線５の第１の部位５ａを覆って
おり、遮光膜６の第２の部位６ｄがＣｓ線５の第２の部位５ｂを覆っているように形成さ
れる。なお、以下の実施の形態においては、遮光膜６がカラーフィルタ側基板に設けられ
ている例について説明する。
【００４６】
　本発明のＬＣＤは、ＴＮ型のものであり、例えば第１の配向方向８はゲート信号線１の
方向と４５°の角度をなしており、画像信号線２の方向と１３５°の角度をなしている。
第２の配向方向９は、第１の配向方向８と９０°の角度で交差している。また第１の配向
方向８は、図１の場合、左上に向かう方向と右下に向かう方向の２方向があり、第２の配
向方向９も同様に２方向がある。従って、第１の配向方向８と第２の配向方向９の組み合
わせは、合計４通りある。これは、配向膜における配向が不十分な部位が形成される方向
と関係する。例えば、第１の配向方向８について、それが左上に向かう方向であれば、第
１の配向膜における配向が不十分な部位は左上に向かって形成される。右下に向かう方向
であれば、第１の配向膜における配向が不十分な部位は右下に向かって形成される。第２
の配向方向９についても同様である。従って、配向が不十分な部位が形成される方向は４
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通りあることになる。
【００４７】
　Ｃｓ線５は、ゲート信号線１及び画像信号線２と同様の遮光性を有する材料から成る。
例えば、Ｃｓ線５は、アルミニウム（Ａｌ），チタン（Ｔｉ），モリブデン（Ｍｏ），タ
ンタル（Ｔａ），タングステン（Ｗ），クロム（Ｃｒ），銀（Ａｇ），銅（Ｃｕ），ネオ
ジウム（Ｎｄ）等から選ばれた元素から成る金属材料、これらの元素を主成分とする合金
材料、または窒化チタン，窒化タンタル，窒化モリブデン等の金属窒化物等の導電性を有
する材料を用いて形成される。これら材料の層は、単層構造又は積層構造とすることがで
きる。Ｃｓ線５の厚みは０．１μｍ～１μｍ程度であり、幅は１０μｍ～５０μｍ程度が
よい。Ｃｓ線５の幅が１０μｍ未満の場合、スペーサ７を支持することが難しくなる傾向
がある。Ｃｓ線５の幅が５０μｍを超えると、Ｃｓ線５をブラックマトリクス等の遮光膜
６が覆っている場合、画像表示の際にＣｓ線５を覆う遮光膜６の第１の部位６ｃ、第２の
部位６ｄが筋として視認されやすくなる傾向がある。あるいは、Ｃｓ線５の幅が遮光膜６
の幅よりも大きい場合、画像表示の際にＣｓ線５の幅の筋が視認されやすくなる傾向があ
る。また、Ｃｓ線５を覆う遮光膜６の第１の部位６ｃ、第２の部位６ｄの幅は、それぞれ
１０μｍ～５０μｍ程度となるが、この値よりも若干（数μｍ～１０μｍ程度）大きくて
もよい。なお、Ｃｓ線５は、例えばゲート信号線１が形成される面と同じ面上に形成され
る。従って、Ｃｓ線５は、ゲート信号線１の形成工程においてゲート信号線１と一緒に形
成することもできる。
【００４８】
　スペーサ７は、例えば円柱状、楕円柱状、長円柱状、三角柱状、四角柱状、多角柱状等
の種々の柱状とすることができる。スペーサ７は、スリットコート法、スピンコート法等
のコーティング法、フォトリソグラフィ法等によって形成される。このスペーサ７は、Ｔ
ＦＴアレイ側基板側に取り付けられる場合、すなわち遮光膜６の第１の部位６ｃに平面視
で重なるように配置されている場合、平面視形状が第１の配向方向８に長手方向を有する
楕円柱状、長円柱状等の形状であるとともに、長手方向の両端部が先細り状とされている
ことが好ましい。また図５に示すように、スペーサ７は、カラーフィルタ側基板側に取り
付けられる場合、すなわち遮光膜６の第２の部位６ｄに平面視で重なるように配置されて
いる場合、平面視形状が第２の配向方向９に長手方向を有する楕円柱状、長円柱状等の形
状であるとともに、長手方向の両端部が先細り状とされていることが好ましい。これらの
場合、スペーサ７がラビングに対する抵抗が小さくなる結果、ラビングの障害となりにく
くなるので、画像表示の際に配向が不十分な部位が筋として視認されることをより確実に
防ぐことができる。
【００４９】
　またスペーサ７は、Ｃｓ線５の第１の部位５ａを覆う遮光膜６の第１の部位６ｃまたは
第２の部位５ｂを覆う遮光膜６の第２の部位６ｄに、平面視でそれらの内側にあることが
好ましい。この場合、画像表示の際に配向が不十分な部位が筋として視認されることをよ
り確実に防ぐことができる。さらに、スペーサ７がＣｓ線５の第１の部位５ａに平面視で
内側にある場合、スペーサ７がＣｓ線５の第１の部位５ａによって支持されるので、位置
が安定化され、外力が加わっても位置ずれが生じにくいものとなる。またこの場合、第１
の部位５ａの第１の配向方向８に直交する方向（方向８ｖとする）の幅に対して、スペー
サ７の方向８ｖにおける幅が同等以下となる。また、第２の部位５ｂの第２の配向方向９
に直交する方向（方向９ｖとする）の幅に対して、スペーサ７の方向９ｖにおける幅が同
等以下となる。スペーサ７の方向８ｖにおける幅は、第１の部位５ａの方向８ｖの幅より
も小さく、その小さい程度が絶対値で５μｍ程度以上大きいことがよい。小さい程度が絶
対値で５μｍ程度より小さいと、製造の誤差等によりスペーサ７が第１の部位５ａから突
出した場合に、画像表示の際に配向が不十分な部位が筋として視認されやすくなる傾向が
ある。スペーサ７の方向９ｖにおける幅と、第２の部位５ｂの方向９ｖの幅との関係につ
いても、同様である。
【００５０】



(13) JP 2017-49562 A 2017.3.9

10

20

30

40

50

　またスペーサ７は、Ｃｓ線５の第１の部位５ａまたは第２の部位５ｂに、平面視でそれ
らに重なるとともに遮光膜６側に平面視で突出する部分があってもよい。この場合、画像
表示の際に配向が不十分な部位が筋として視認されるのを抑えることができる。
【００５１】
　スペーサ７は、ＴＦＴアレイ側基板に取り付けられる場合、ポリイミド等から成る第１
の配向膜中に基部があり、基部以外の先端部側が液晶中に第１の配向膜から突出するよう
に形成される。スペーサ７がカラーフィルタ側基板に取り付けられる場合も同様である。
またスペーサ７は、アクリル樹脂、ポリイミド、ポリアミド、ポリイミドアミド、ベンゾ
シクロブテン、テトラフルオロエチレン・パーフルオロアルコキシエチレン共重合体（Ｐ
ＦＡ樹脂）、エポキシ基含有ビニル重合体等のビニル系重合体、ポリシロキサン、ポリシ
ラザン等の樹脂材料、またこれら樹脂材料の感光性のもの、あるいは酸化シリコン（シリ
カ）等の無機材料を用いて形成することができる。ポリシロキサンは、シリコン（Ｓｉ）
と酸素（Ｏ）との結合によって骨格構造が形成されたものである。またポリシロキサンは
、その酸素の置換基として、少なくとも水素を含む有機基、例えばアルキル基、芳香族炭
化水素基を有するもの、また酸素の置換基として、少なくとも水素を含む有機基とフルオ
ロ基を有するものであってもよい。ポリシラザンは、珪素（Ｓｉ）と窒素（Ｎ）の結合を
有するポリマー材料を出発原料として形成される材料である。さらにスペーサ７は、感光
性の樹脂材料から成る場合、耐久性が良いという理由等から、感光性のアクリル樹脂、感
光性のポリイミド、感光性のポリシロキサンから成ることがよい。さらにスペーサ７は、
耐久性に優れること、光透過率が９３％程度と高いこと、加工性が高いこと、安価である
ことから、アクリル樹脂、特には感光性のアクリル樹脂から成ることが好ましい。
【００５２】
　本発明のＬＣＤは、図２に示すように、ある画素部においては、スペーサ７がカラーフ
ィルタ側基板側に取り付けられており、遮光膜６は、第２の配向方向９に平行な第２の部
位６ｄを有するとともに、第２の部位６ｄによって画素電極３を区分けするように形成さ
れており、スペーサ７は、第２の部位６ｄに平面視で重なるように配置されている構成と
されているが、ゲート信号線１に方向における隣の画素部においては、遮光膜６は、第１
の配向方向８に平行な第１の部位６ｃを有するとともに、第１の部位６ｃによって画素電
極３を区分けするように形成されており、スペーサ７は、第１の部位６ｃに平面視で存在
しないように構成されていてもよい。この場合、図１の構成と比較して、遮光膜６の合計
の面積が小さくなるとともに、遮光膜６に覆われているＣｓ線５の合計の長さも短くなる
。
【００５３】
　また、ある画素部においては、スペーサ７がＴＦＴアレイ側基板側に取り付けられてお
り、遮光膜６は、第１の配向方向８に平行な第１の部位６ｃを有するとともに、第１の部
位６ｃによって画素電極３を区分けするように形成されており、スペーサ７は、第１の部
位６ｃに平面視で重なるように配置されている構成とされているが、ゲート信号線１に方
向における隣の画素部においては、遮光膜６は、第２の配向方向９に平行な第２の部位６
ｄを有するとともに、第２の部位６ｄによって画素電極３を区分けするように形成されて
おり、スペーサ７は、第２の部位６ｄに平面視で存在しないように構成されていてもよい
。
【００５４】
　さらに、ある画素部においては、スペーサ７がＴＦＴアレイ側基板側に取り付けられて
おり、遮光膜６は、第１の配向方向８に平行な第１の部位６ｃを有するとともに、第１の
部位６ｃによって画素電極３を区分けするように形成されており、スペーサ７は、第１の
部位６ｃに平面視で重なるように配置されている構成とされているが、ゲート信号線１に
方向における隣の画素部においては、スペーサ７がカラーフィルタ側基板側に取り付けら
れており、遮光膜６は、第２の配向方向９に平行な第２の部位６ｄを有するとともに、第
２の部位６ｄによって画素電極３を区分けするように形成されており、スペーサ７は、第
２の部位６ｄに平面視で重なるように配置されている構成とされていてもよい。この場合



(14) JP 2017-49562 A 2017.3.9

10

20

30

40

50

、図２の構成と同様の効果を奏するとともに、画素部の開口率を高く維持したままスペー
サ７を全ての画素部の遮光部に配置できる。
【００５５】
　本発明のＬＣＤは、スペーサ７がＴＦＴアレイ側基板側に取り付けられており、遮光膜
６は、第１の配向方向８に平行な第１の部位６ｃ及び第２の配向方向９に平行な第２の部
位６ｄを有するとともに、第１の部位６ｃ及び第２の部位６ｄによって画素電極３を区分
けするように形成されており、スペーサ７は、第１の部位６ｃに平面視で内側にあり、第
２の部位６ｄには平面視で存在しないことが好ましい。また図３に示すように、スペーサ
７がカラーフィルタ側基板側に取り付けられており、遮光膜６は、第１の配向方向８に平
行な第１の部位６ｃ及び第２の配向方向９に平行な第２の部位６ｄを有するとともに、第
１の部位６ｃ及び第２の部位６ｄによって画素電極３を区分けするように形成されており
、スペーサ７は、第２の部位６ｄに平面視で内側にあり、第１の部位６ｃには平面視で存
在しないことが好ましい。これらの場合、画素電極３が遮光膜６によって４分割等として
より細かく区分けされるので、より高精細の画像表示が可能となる。また、遮光膜６の第
１の部位６ｃに覆われるようにＣｓ線５の第１の部位５ａが形成されているとともに、遮
光膜６の第２の部位６ｄに覆われるようにＣｓ線５の第２の部位５ｂが形成されている場
合、Ｃｓ線の第１の部位５ａ及び第２の部位５ｂの合計の長さがより長くなり、それらを
より細く形成することができる。その結果、画像表示の際に遮光膜６の第１の部位６ｃ及
び第２の部位６ｄが視認されることを抑えることができる。
【００５６】
　また図３の構成において、１つの画素部においてＣｓ線５が画像信号線２と平面視で交
差する部位（隣のＣｓ線５と接続される部位）は、１本の画像信号線２について１箇所で
あるが、１本の画像信号線２について２箇所あってもよい。すなわち、図３においては、
Ｃｓ線５が画像信号線２と平面視で交差する部位は、１本の画像信号線２について、画素
部の上側のＴＦＴ４１近傍の１箇所であるが、画素部の下側においてＣｓ線５が画像信号
線２と平面視で交差しており隣のＣｓ線５と接続されていてもよい。この場合、Ｃｓ線５
全体の抵抗が小さくなる。
【００５７】
　さらに図３の構成において、１つの画素部においてＣｓ線５が画像信号線２と平面視で
交差する部位は、左方の画像信号線２および右方の画像信号線２について、双方とも上側
に１箇所ずつあるが、例えば上記交差する部位が、左方の画像信号線２についてはその上
側にあり、右方の画像信号線２についてはその下側にあってもよい。すなわち、隣接する
Ｃｓ線５同士を接続する接続部である上記交差する部位が、ゲート信号線１の方向におい
て、画像信号線２毎に上側、下側の交互に配置される構成であってもよい。
【００５８】
　また本発明のＬＣＤは、図４（ａ），（ｂ）に示すように、遮光膜６は、スペーサ７を
平面視で覆う部位の方（第２の部位６ｄの方）の幅が、スペーサ７が平面視で存在しない
部位の方（第１の部位６ｃの方）の幅よりも大きいことが好ましい。この場合、配向が不
十分な部位が筋として視認されることを確実に防ぐことができる。また、スペーサ７が平
面視で存在しない遮光膜６の部位の方（第１の部位６ｃの方）の幅を、スペーサ７を平面
視で覆う遮光膜６の部位の方（第２の部位６ｄの方）の幅よりも小さくできるので、画像
表示の際に第１の部位６ｃ及び第２の部位６ｄが視認されることをより抑えることができ
る。またこの場合、スペーサ７が平面視で存在しない遮光膜６の部位の方（第１の部位６
ｃの方）の幅を、スペーサ７を平面視で覆う遮光膜６の部位の方（第２の部位６ｄの方）
の幅の７０％程度以上とすることが好ましい。７０％程度未満では、スペーサ７が平面視
で存在しない遮光膜６の部位の方（第１の部位６ｃの方）の幅が小さくなりすぎて、画像
表示した際に画素部を４等分して高精細に見えるようにする効果が得られにくい傾向があ
る。
【００５９】
　また、図１～図５には、遮光膜６の第１の部位６ｃ及びＣｓ線５の第１の部位５ａと、
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遮光膜６の第２の部位６ｄ及びＣｓ線５の第２の部位５ｂが、それぞれ画素電極３の対角
線上にあるように配置されているが、必ずしもその構成を採る必要はない。例えば、遮光
膜６の第１の部位６ｃ及びＣｓ線５の第１の部位５ａと、遮光膜６の第２の部位６ｄ及び
Ｃｓ線５の第２の部位５ｂの少なくとも一方が、対角線上から対角線に直交する方向に若
干平行移動した線上にあってもよい。あるいは、対角線に対して若干傾斜した線上にあっ
てもよい。
【００６０】
　また、遮光膜６の第１の部位６ｃ及びＣｓ線５の第１の部位５ａと、遮光膜６の第２の
部位６ｄ及びＣｓ線５の第２の部位５ｂとは、図１～図５に示すような完全な直線状でな
くてもよく、若干曲線状に形成されていてもよい。さらに、遮光膜６の第１の部位６ｃ及
びＣｓ線５の第１の部位５ａと、遮光膜６の第２の部位６ｄ及びＣｓ線５の第２の部位５
ｂとは、図１～図５に示すような一定の幅を有している構成でなくてもよい。例えば、画
素電極３の中心側、すなわち画素電極３の中心から３分の１～３分の２程度の長さの部位
が、画素電極３の周辺側の３分の１～３分の２程度の長さの部位よりも細くなっていても
よい。その場合、画像表示した際に遮光膜６の第１の部位６ｃ及び第２の部位６ｄが視認
されることをより抑えることができる。勿論、この場合、画像表示の際に配向が不十分な
部位が筋として視認されることを防ぐために、スペーサ７が遮光部から平面視ではみ出な
いようにすることがよいのはいうまでもない。
【００６１】
　図９（ａ），（ｂ）は、本発明のＬＣＤについて実施の形態の他例を示す図であり、（
ａ）は１つの画素部の平面図、（ｂ）は白表示等の画像表示した場合の１つの画素部の平
面図である。図９に示すように、本発明のＩＰＳ型のＬＣＤは、ガラス基板等から成る第
１の基板としてのＴＦＴアレイ側基板と、ＴＦＴアレイ側基板との間に液晶及びスペーサ
を挟持する第２の基板としてのカラーフィルタ側基板と、カラーフィルタ側基板に設けら
れた遮光部１６と、を有しており、ＴＦＴアレイ側基板は、液晶側の面上に、所定方向（
例えば、行方向）に形成されたゲート信号線１と、ゲート信号線１と交差させて、例えば
列方向に形成された画像信号線２と、ゲート信号線１と画像信号線２の各交差部に対応し
てそれぞれ配置された画素電極１３、ＴＦＴ４及び共通電極１２と、液晶に接する第１の
配向膜と、を有しており、カラーフィルタ側基板は、液晶側の面上に液晶に接する第２の
配向膜を有しており、第１の配向膜及び第２の配向膜はそれぞれ、画像信号線２の方向に
平行な配向方向１８，１９を有しているＩＰＳ型のＬＣＤであって、遮光部１６は、配向
方向１８，１９に平行な部位を有するとともにその部位によって画素電極１３を区分けす
るように形成されており、スペーサ１７は、上記部位に平面視で重なるように配置されて
いる構成である。この構成により、以下の効果を奏する。すなわち、遮光部１６の上記部
位が画素電極１３を区分けするように形成されているので、高精細の画像表示が可能とな
る。また、スペーサ１７は、遮光部１６の上記部位に平面視で重なるように配置されてい
るので、配向が不十分な部位は遮光部１６に隠れることになる。その結果、画像表示の際
に配向が不十分な部位が筋として視認されることを防ぐことができる。
【００６２】
　本発明のＩＰＳ型のＬＣＤの詳細な構成について以下に説明する。ゲート信号線１と画
像信号線２とで囲まれた矩形状の部位が画素部として規定されており、画素部には画素電
極１３、画素電極１３と同じ面に配置された共通電極１２、画素電極１３に画像信号を入
力するスイッチング素子として機能するＴＦＴ４が設けられている。画素電極１３は、複
数の「く」の字状または折れ線状の電極指の根元がバスバー電極に結合している、ＩＴＯ
等の透明電極から成る櫛歯状電極構造を有しており、共通電極１２も同様にＩＴＯ等の透
明電極から成る櫛歯状電極構造を有している。そして、画素電極１３の１本の電極指に隣
接するとともに平行に、共通電極１２の１本の電極指が配置されている。従って、画素電
極１３の電極指と共通電極１２の電極指とは交互に配置されている。画素部の中央部には
、画像信号線２と平行に形成された保持容量線（Ｃｓ線）１５が、ゲート信号線１が配置
されている面と異なる面、例えば画像信号線２が配置されている面に配置されている。ま
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た、ゲート信号線１、画像信号線２、ＴＦＴ４及びＣｓ線１５を覆うように、カラーフィ
ルタ側基板にブラックマトリクス等の遮光部１６が設けられている。
【００６３】
　また、画素電極１３及び共通電極１２は、ゲート信号線１、画像信号線２及びＴＦＴ４
を覆う絶縁層上に配置されている。画素電極１３のバスバー電極は、ＴＦＴ４のドレイン
電極にコンタクトホール等を介して電気的に接続されている。共通電極１２の電極指以外
の部位は、ゲート信号線１、画像信号線２及びＴＦＴ４に平面視で重なるように上記絶縁
層上に配置されている。
【００６４】
　また、ＩＰＳ型のＬＣＤの場合、ＴＦＴアレイ側基板の液晶側の面の最上層としてポリ
イミド等から成る第１の配向膜が形成されており、第１の配向膜の配向方向１８は、画像
信号線２の方向に平行な方向である。また、カラーフィルタ側基板の面の最上層としてポ
リイミド等から成る第２の配向膜が形成されており、第２の配向膜の配向方向１９は、第
１の配向膜の配向方向１８と同じ方向である。また、第２の配向膜中に基部があり基部以
外の先端部側が第２の配向膜から突出している円柱状等の柱状のスペーサ１７が、Ｃｓ線
１５に平面視で重なるように設けられている。また、スペーサ１７は、その基部が第１の
配向膜中にあるようにして取り付けられていてもよい。
【００６５】
　本発明のＬＣＤは、スペーサ１７は、平面視で上記部位の内側にあることが好ましい。
この場合、スペーサ１７が平面視で遮光部１６によって覆われる状態となるので、画像表
示の際に配向が不十分な部位が筋として視認されることを確実に防ぐことができる。
【００６６】
　また本発明のＬＣＤは、図１０に示すように、スペーサ17aは、平面視形状が配向方向
１８，１９に長手方向を有する形状であるとともに、長手方向の両端部が先細り状とされ
ていることが好ましい。この場合、スペーサ17aがラビングの障害となりにくくなるので
、画像表示の際に配向が不十分な部位が筋として視認されることをより確実に防ぐことが
できる。
【００６７】
　また本発明のＬＣＤは、ＴＦＴアレイ側基板は、平面視で画素電極１３に重なるととも
に遮光部１６に覆われるように配置された保持容量線１５を有していることが好ましい。
この場合、保持容量線１５が遮光部１６に隠れるので、画素部の開口率を高く維持するこ
とができる。またこの場合、図９（ｂ）に示すように、保持容量線１５を覆う遮光部16c
の幅が、ゲート信号線１を覆う遮光部16aの幅および画像信号線２を覆う遮光部16bの幅よ
りも小さいことが好ましい。この構成により、画像表示の際に保持容量線１５を覆う遮光
部16cが視認されにくくなるとともに、高解像度の画像表示を行うことができる。
【００６８】
　また、保持容量線１５が配向方向１８，１９に直交する方向、すなわちゲート信号線１
に平行な方向に配置されている場合、保持容量線１５が遮光部１６に覆われているととも
に、配向方向１８，１９に平行な遮光部１６の部位があることが好ましい。この場合、保
持容量線１５を覆う遮光部１６の部位と、配向方向１８，１９に平行な遮光部１６の部位
とによって、画素部が十字状に区分けされるので、より高解像度の画像表示を行うことが
できる。
【００６９】
　なお、本発明のＬＣＤは、上記実施の形態に限定されるものではなく、適宜の設計的な
変更、改良が施されていてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００７０】
　本発明のＬＣＤは各種の電子機器に適用できる。その電子機器としては、自動車経路誘
導システム（カーナビゲーションシステム）、船舶経路誘導システム、航空機経路誘導シ
ステム、スマートフォン端末、携帯電話、タブレット端末、パーソナルデジタルアシスタ
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ント（ＰＤＡ）、ビデオカメラ、デジタルスチルカメラ、電子手帳、電子書籍、電子辞書
、パーソナルコンピュータ、複写機、ゲーム機器の端末装置、テレビジョン、商品表示タ
グ、価格表示タグ、産業用のプログラマブル表示装置、カーオーディオ、デジタルオーデ
ィオプレイヤー、ファクシミリ、プリンター、現金自動預け入れ払い機（ＡＴＭ）、自動
販売機、プロジェクタ装置、デジタル表示式腕時計、スマートウォッチ、頭部装着型画像
表示装置（Head　Mounted　Display　device　：ＨＭＤ）などがある。
【符号の説明】
【００７１】
１　ゲート信号線
２　画像信号線
３　画素電極
４　ＴＦＴ
５　保持容量線（Ｃｓ線）
５ａ　第１の部位
５ｂ　第２の部位
６　遮光膜
６ｃ　第１の部位
６ｄ　第２の部位
８　第１の配向方向
９　第２の配向方向

【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】
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